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Abstract :  This article is a translation into Japanese of the dialogue between Philippe Sollers and Didier Morin, 
which took place at Sollers’ office in Gallimard on the 2th and 3th April 2014. Their discussion concerns Bordeau 
where Sollers was born, the girondin region and films in which Sollers appeared. According to Sollers, the girondin 
region and Girondists have been oppressed during French Revolution by forming French Nation-State. The reason 
why Sollers seems to be a Girondist and critical of French Nation-State might lie in the historical and political 
background of the girondin region. He also makes several films with J.-D. Pollet, J.-P. Fargier, L. L’Allinec, G.K. 
Galabov and S. Zhang. For Sollers, the important things in films are voice, text, music and choice of place. By filming 
oral performances in the place having its historical past, he seems to try to refind the body of the voice and of the 
history. 
 
























































フィリップ・ソレルス Philippe Sollers（以下 Ph.S.
と略す）：私は、シャトー・オー＝ブリオンから三



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































い 。 そ の ほ か の も の は 無 視 し な さ い 」 …… 
Voulez-vous voyager, que ce soit aux rives prochaines, 
soyez-vous l’un à l’autre un monde toujours beau, 
toujours divers, toujours nouveau. Tenez-vous de tout, 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  1 フィリップ・ソレルス Philippe Sollers ( 1936 -     )。
フランスの作家、エッセイスト。雑誌『ランフィニ』
の編集長。 
  2 ディディエ・モラン Didier Morin ( 1956 -     )。フ
ランスの写真家、映画監督。 
  3 “Lieux et Formules”, L’Infini, automne 2014, n.129, 
pp.27-63。 
  4 パリ七区ガリマール出版社内のソレルスのオフィス。 
  5 D. Morin, Les Semelles d’or, le voyage de Jean Genet, 
édition Comp’act, 2002。 
  6 ジャン・ユスターシュ Jean Eustache ( 1938 - 1981 )。
フランスの映画監督。 
  7 ユスターシュの一九七四年の長編映画。 




  9 アルフォンス・ド・ラマルチーヌ  Alphonse de 
Lamartine ( 1790 - 1869 )の一八四七年に刊行された
歴史書。 
 10 スタンダール Stendhal ( 1783 - 1842 )の一八三〇年
の旅日記。 
 11 エティエンヌ・ド・ラ・ボエシ Etienne de La Boétie 
( 1530 - 1563 )がミシェル・ド・モンテーニュ Michel 
de Montaigne ( 1533 - 1592 )に託した論稿。 
 12 ソレルスの一九六一年の小説。 
 13 ソレルスの『アンドレ・ル・ノートル 庭園の王』
André Le Nôtre, le roi des jardins ( 2013 )を指すものと
思われる。 
 14 ピエール・ヴィクチュルニアン・ヴェルニオー Pierre 
Victurnien Vergniaud ( 1753 -1793 )。フランス革命期
ボルドー選出のジロンド派代議士。 
 15 ジャンヌ・マノン・ロラン  Jeanne Manon Roland 
( 1754 -1793 )。フランス革命期ジロンド派のリーダ
ー的存在の女性。 
 16 ユスターシュの一九七三年の長編映画。 
 17 アンドレ・S・ラバルト  André S. Labarthe ( 1931 
-     )。フランスの俳優。映画のプロデューサー、
監督でもある。 
 18 一九九八年に France 3 で放映されたドキュメント
フィルム『フィリップ・ソレルス 絶対的な孤立者』
Philippe Sollers, l’isolé absolu を指すと思われる。 
 19 ジャン＝ジャック・シュル  Jean - Jacques Schuhl 
( 1941 -      )。フランスの作家。 
 20 ジャン＝ポール・ファルジエ Jean-Paul Fargier ( 1944 
-      )。映画監督、映画批評家、テレビのプロデ
ューサー、ジャーナリスト。 
 21 ジャン＝ダニエル・ポレ Jean-Daniel Pollet ( 1936 - 
2004 )。フランスの映画監督、脚本家。 
 22 ポレとソレルスが共同制作した一九六三年の映画。 
 23 ジャン＝リュック・ゴダール Jean-Luc Godard ( 1930 
-     )の一九六三年の映画。 
 24 アントワーヌ・デュアメル Antoine Duhamel ( 1925 - 
2014 )。作曲家。ゴダールやトリュフォーなどの映
画音楽を担当。 
 25 ポレの一九七三年の映画。 
 26 これはのちに一九六四年の『バッサイ』Bassae とな
る。 
 27 アレクサンドル・アストリュク  Alexandre Astruc 
( 1923 - 2016 )。フランスの映画批評家、映画監督。 





 29 フランシス・ポンジュ Francis Ponge ( 1899 - 1988 )。
フランスの詩人、作家。 
 30 G.K.ガラボフ  G.K.Galabov とソフィー・チャン 
Sophie Zhang は近年のソレルスの映像や写真を多く
発信している。 
 31 G.K.ガラボフと S.チャンによる二〇一四年の映像作
品。 
 32 原題は『オーギュスト・ロダンの地獄の門』La Porte 
d’Enfer d’Auguste Rodin。ロレーヌ・ラリネック（後
出）とソレルスによって一九九一年に制作され、一
九九二年に FR3 で放映された映像作品。 
 33 ロレーヌ・ラリネック Laurène L’Allinec。映画監督。 
 34 ゴダールの一九六七年の映画。 
 35 ソレルスの一九八三年の小説。 
 36 一九六五年のヌーヴェルヴァーグを代表する六人の
監督による短編オムニバス映画。 
 37 ギー・ドゥボール Guy Debord ( 1931 - 1994 )。アン
テルナシオナル・シチュアシオニストの創立メンバ
ー。彼の『スペクタクルの社会』La Société du spectacle 




 39 イザベル・ユペール Isabelle Huppert ( 1953 -     )。
フランスの女優。 
 40 グレン・クローズ Glenn Close ( 1947 -     )。アメ
リカの女優。 
 41 ファルジエが一九八三年に制作した映像作品。 




 43 ウィレム・デ・クーニング Willem de Kooning ( 1904 
- 1997 )。オランダ出身の画家。アメリカで活動した。 
 44 ソレルスの一九九四年のエッセイ集。 
 45 シャルル・ボードレール Charles Baudelaire ( 1821 - 
1867 )の『悪の華』の詩「内省」Recueillement の一
節。 
 46 同じくボードレールの「悲シクテサマヨイノ」Moesta 




『ゴダール－ソレルス：対談』Godard - Sollers : 
l’entretien のこと。 
 49 一九八七年十二月二八日 FR3 で放映された『デュラ
ス－ゴダール』Duras - Godard を指すと思われる。 
 50 ゴダールの一九八五年の映画。 
 51 フロイトのいう「エス」Es を指すと思われる。 
 52 ファルジエがソレルスとともに制作した一九八二年
の映像作品。 
 53 ギュスターヴ・クールベ Gustave Courbet ( 1819 - 
1877 )の一八六八年に発表された絵。 
 54 ジャック・ラカン Jacques Lacan ( 1901 - 1981 )。フ
ランスの精神分析家。クールベの『世界の起源』を
一時所有していた。 
 55 ユスターシュの一九七七年の映画。 
 56 ジャック・アンリック Jacques Henric ( 1938 -     )。
フランスの文芸批評家、作家。 
 57 アンドレ・マソン（後述）のこと。 
 58 マソンが『世界の起源』を隠すために描いた絵。 
 59 アンドレ・マソン André Masson ( 1896 - 1987 )。フ
ランスの画家。ジャック・ラカンの義理の兄にあた
る。 
 60 ファルジエの一九八三年の映像作品。 
 61 フランソワ＝ルネ・ド・シャトーブリアン ( 1768 - 
1848 )の一八一一年の作品。 
 62 ジェイムズ・ジョイス James Joyce ( 1882 - 1941 )の
最後の小説。一九三九年刊行。 
 63 ファルジエの一九八四年の『ソレルスがディドロを





 66 アニー・シュヴァレ Annie Chevallay。レヴィ＝スト
ロースに関するヴィデオやケ・ブランリ博物館のヴ
ィデオなどを制作している。 
 67 ソレルスの二〇一四年の小説。 




 69 シャルル＝アンリ・サンソン Charles-Henri Sanson 
( 1739 - 1806 )。フランス革命期の死刑執行人。 
 70 クロード・ランズマン  Claude Lanzmann ( 1925 
-     )。雑誌『レ・タン・モデルヌ』の編集長。映
画『ショアー』Shoah (1985 )の監督。 
 71 ランズマンの二〇〇一年のドキュメンタリーフィル
ム。 
 72 ジャン＝ピエール・エルカバッシュ  Jean-Pierre 
Elkabbach ( 1937 -     )。フランスのジャーナリス
ト。 
 73 ファルジエの一九八四年の映像作品。 
 74 エリザベス・バリエ Elisabeth Barillé ( 1960 -     )。
フランスの作家。 
 75 ジャック・ラング Jack Lang ( 1939 -     )。フラン
ス社会党の政治家。 
 76 ドゥニ・ディドロ Denis Diderot ( 1713 - 1784 )の一七
四九年の作品。 
 77 ディドロの一七六三年の対話編。 
 78 ファルジエの一九八八年の映像作品。 
 79 ラリネックの一九八八年の映像作品。 
 80 ソレルスの一九九六年の著作  Picasso, le héro , 
Cercle d’art のこと。 
 81 カール・ラデク Karl Radek ( 1885 - 1939 )。ロシアの
活動家。一九三四年のソビエト作家会議でプルース
トやジョイスなどを告発する演説を行った。 
 82 ラリネックの二〇〇五年の映像作品。 




の肖像』Portraits de femme, Flammarion に詳しい。 
 84 ベネディクト一五世 ( 1854 - 1922 )。法王在位期間
は一九一四年から一九二二年。 
 85 一九二二年の間違いだと思われる。 
 86 ジャン・ド・ラ・フォンテーヌ Jean de La Fontaine 
( 1621 - 1695 )の『寓話』Fables の中の一編。 
 87 G.K.ガラボフと S.チャンによる映像作品。 
 88 二〇一〇年一月一八日コレージュ・デ・ベルナルダ
ンでソレルスが行った講演。 
 89 ガラボフとチャンによる二〇一二年の映像作品。 
 90 ガラボフとチャンによる二〇一四年の映像作品。 




 92 チェチーリア・バルトリ  Cécilia Bartori ( 1966 
-     )。イタリアのメゾ・ソプラノ歌手。 
 93 ド ミ ニ ク ・ ス ト ロ ー ス ＝ カ ー ン  Dominique 




 94 バルタザール・グラシアン Bathazar Gracián ( 1601 - 
1658 )。スペインのイエズス会士。作家。 
 95 ジャン・ジュネ Jean Genet ( 1910 - 1986 )。フランス
の小説家、劇作家、エッセイスト。 
 96 ポール・テヴナン Paule Thévenin ( 1918 - 1993 )。ア




 98 マフムード・アル＝ハムカリ Mahmoud Al-Hamchari 
( 1939 - 1973 )。 
 99 Philippe Sollers, “Physique de Genet”, La Guerre du 
Goût, Gallimard, 1996, pp.184-215。 
100 ジュネの一九八六年の作品。 
101 ギー・ドゥボール『スペクタクルの社会』前掲書、
訳者解題、ｐ.二二一。 
 
 
 
 
フィリップ・ソレルスにとっての場と映像 
小山 尚之 
（東京海洋大学学術研究院海洋政策文化学部門） 
要旨： 本稿は二〇一四年四月二日と三日にガリマール社内のソレルスのオフィスにおいて
行われたフィリップ・ソレルスとディディエ・モランとの対談を翻訳したものである。彼ら
はソレルスの生まれたボルドーおよびジロンド地方のことや、ソレルスが出演している映像
作品について語っている。ソレルスによれば、ジロンド地方とジロンド派は革命期の国民国
家成立の過程で抑圧されたものである。なぜソレルスが親ジロンド派的であり、現在のフラ
ンスという国民国家にも批判的であるのかといえば、ジロンド地方の歴史的・政治的な背景
があるからだと思われる。また彼は、J.-D.ポレ、J.-P.ファルジエ、L.ラリネック、G.K.ガラボ
フ、S.チャンなどとともに、いくつかの映像作品を制作している。ソレルスにとって映像の
中で重要なのは、声と、テクスト、音楽、場の選択である。歴史的な背景を持つ場での口頭
のパフォーマンスを映像に撮ることにより、彼は、テクスト、声の肉体性、そして歴史の肉
体性を取り戻そうと試みているように思われる。 
 
キーワード： フィリップ・ソレルス、ジロンド派、J.-D.ポレ、J.-P.ファルジエ、L.ラリネッ
ク、G.K.ガラボフ、S.チャン 
 
 
